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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学などの研究グループにおけるプレゼンテーションに着目し、認知的徒弟制
に基づいてプレゼンテーションドキュメント作成スキルの向上を図る支援環境を構築した。特に、研究グループ内に蓄
積されたドキュメント群から典型的な意味的構造（プレゼンテーションスキーマ）を抽出し、それを足場として既存の
ドキュメントを「学ぶ（読む）」・「聞く」文脈、および新たなドキュメントを「作る（書く）」文脈で、個々のドキ
ュメントの意味的構造を構成する経験を積ませることでシステマティックにスキルアップを図る支援技術を設計・開発
した。

研究成果の概要（英文）：In this work, we developed a cognitive apprenticeship environment for a research g
roup where the novice researchers could systematically develop their skill in composing presentation docum
ents in authentic research contexts. In particular, we provided them with typical semantic structure (call
ed presentation schema) of presentation documents accumulated in the group as a scaffold for the document 
composition, and implemented the software technologies for them to gain their experiences with the schema.

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代の知識社会においては、知識やアイデ
アを生産するだけでなく、それらの意義や価
値を伝えるためにプレゼンテーションを行
う能力が極めて重要である。プレゼンテーシ
ョンでは、通常スライドを構成単位とするド
キュメントが用いられており、聴衆に伝える
上で中心的な役割を担うことが多い。したが
って、こうしたドキュメントの作成はプレゼ
ンテーションスキルとして非常に重要であ
る。しかしながら、プレゼンテーション初心
者にとっては、参考書籍などを通して独学で
作成スキルの向上を図ることは困難である。 
 一方、大学などの研究グループでは、研究
熟練者のドキュメントを手本に研究初心者
がドキュメント作成スキルを習得すること
が多い。これに関連した学習理論として認知
的徒弟制がある。認知的徒弟制とは、社会構
成主義に立脚した学習理論であり、実践共同
体の真正な活動における熟練者の認知スキ
ルを、初心者が段階的に習得するための方法
論を提供する。しかしながら、こうした方法
論を基盤としたシステマテックな支援はほ
とんど行われていない。特に、初心者のドキ
ュメント作成スキルを高める手法に関する
研究例はほとんどない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、大学などの研究グループにお
けるプレゼンテーションを題材に、認知的徒
弟制の考え方に基づいてプレゼンテーショ
ンスキルの向上支援環境を構築することを
目的とした。特に、研究初心者を対象として、
研究グループ内の研究熟練者や中級者によ
るプレゼンテーションドキュメントを「読む
（参照・学習）」・プレゼンテーションを「聞
く（発表リハーサル）」、および自らの研究内
容についてのドキュメントを「書く（作成）」
という真正な活動を通して、プレゼンテーシ
ョンドキュメント作成スキルの向上をシス
テマティックに図る新しい枠組みを提案し、
有用な支援技術の開発を目指した。なお、プ
レゼンテーションドキュメント作成では、ス
ライドコンテンツをデザインするだけでな
く、上図に示すように聴衆に伝えたい内容に
関して「何を・どのような順序で」提示する
かを表すドキュメントの意味的構造（プレゼ
ンテーションセマンティクス）を構成するこ
とが重要である。そこで、研究グループに蓄
積されたドキュメントのモデルとなるセマ
ンティクス（プレゼンテーションスキーマ）
を足場として、真正な活動のもとでセマンテ
ィクスを構成する経験を積ませることでド
キュメント作成スキルアップを図ることを
検討した。具体的には、上図に示す支援メカ
ニズム・支援システムの開発を目的とした。 

(1)スキーマ抽出メカニズムの開発 
 研究グループに蓄積されたプレゼンテー
ションドキュメントから、典型的なセマンテ

ィクスをプレゼンテーションスキーマとし
て抽出するメカニズムを開発する。 

(2)スキル習得支援メカニズムの開発 
 認知的徒弟制におけるプレゼンテーショ
ンセマンティクス構成スキルの習得フェイ
ズを次の 4段階に分けて、各段階において(1)
で抽出したスキーマに基づくスキル習得支
援メカニズムを開発する。 

①モデル（スキーマ）の理解支援：スキーマ
の理解支援を目的として、インタラクティ
ブにスキーマの構成要素を学ばせる問題
演習メカニズムを開発する。 

②遂行支援：スキーマを足場としてドキュメ
ントのセマンティクスを構成する過程を
効果的に助長するために、スキーマ利用の
ガイド、構成したセマンティクスの診断と
修正支援、スキーマのFading、を行うメ
カニズムを開発する。 

③自己評価支援：構成したセマンティクスを
自己評価することはスキル向上にとって
重要である。そこで、同様の発表文脈で
Peersが構成したセマンティクスとの比較、
熟練者からのレビューによる自己評価支
援メカニズムを開発する。 

④適用支援：研究グループで想定される典型
的な発表文脈（発表の場、発表時間等）を
分類し、各文脈でセマンティクスを構成さ
せる演習メカニズムを開発する。 

(3)スキルアップ支援システムの開発 
 (2)で開発した支援メカニズムを統合し、
システマティックに初心者のスキルアップ



を図るシステムを開発する。基本的には、ス
キーマの理解・遂行・自己評価・適用の習得
フェイズ順に、ドキュメントを「読む」・「聞
く」ことからドキュメントを「書く」という
活動の中でセマンティクス構成を行わせる。 
 
３．研究の方法 
 プレゼンテーションスキル向上支援を実
現するために、次の通り研究を行った。 

(1)スキーマ表現と抽出メカニズムの開発 
 プレゼンテーションセマンティクスを表
現するために、スライドが果たす役割（研究
概要や背景）を表すスライドメタデータ、ス
ライド間の意味的関係を表すリレーション
メタデータ、スライド系列のセグメント（導
入、目的・位置付け等）を表すセグメントメ
タデータ、発表文脈を表すファイルメタデー
タの４種類のメタデータを基盤として用い
る。その上で、論理的なプレゼンテーション
に関する最新の研究動向を幅広く調査して
メタデータを整備する。次に、スライドコン
テンツからメタデータを推定するメカニズ
ムを活用して、研究グループに蓄積された各
ドキュメントのスライド群に対するメタデ
ータの付与およびセマンティクスの同定を
支援するメカニズムを開発し、ドキュメント
群のセマンティクスをマイニングすること
でプレゼンテーションスキーマを抽出する
メカニズムを開発する。 

(2) スキル習得支援メカニズムの開発 
①スキーマ理解支援：あらかじめメタデー
タを付与したドキュメント群を演習問題
として与えて、ドキュメントに内在する
セマンティクスを学ばせる Web ベースの
セマンティクス理解支援システムを基盤
に、学習者にドキュメント間で共通する
メタデータを考えさせ、スキーマおよび
その構成要素の理解を促進するメカニズ
ムを開発する。 

②遂行支援：プレゼンテーションスキーマを
足場としてドキュメントのセマンティク
ス構成を助長するために、ドキュメントを
「読む」・「書く」文脈ではスライドおよ
びスライド系列に対してスキーマのイン
タラクティブな対応づけ（Prompting）を
行うことで、セマンティクス構成をガイド
するメカニズムを開発する。「聞く」文脈
では、リアルタイムにスキーマを参照しな
がら発表スライドごとにメタデータを付
与させてセマンティクスの構成を支援す
るPromptingメカニズムを開発する。次に、
学習者が構成したセマンティクスと、(1)
のメカニズムで同定したセマンティクス
を比較することで診断を行い、セマンティ
クスの修正箇所を指摘して再構成を促す
メカニズムを開発する。また、学習者の自
力によるスキル遂行を促すために、学習者
のセマンティクス構成スキルの習得状況

に応じて足場となるスキーマを除く
Fadingメカニズムを開発する。 

③自己評価支援：ドキュメントを「書く」文
脈で、学習者が構成したセマンティクスに
対する自己評価を助長するために、同じ発
表文脈を想定してドキュメントを作成し
たPeers（研究中級者・初心者）を同定し、
両者のドキュメントに内在するセマンテ
ィクスの差分を提示することで、不十分
さ・不適切さを考えさせるメカニズムを開
発する。また、学習者が作成したドキュメ
ントおよびセマンティクスに対して、発表
リハーサル等で研究熟練者から不適切・不
十分な点について評価・コメントを提示し
てもらい、それらを効果的に提示するメカ
ニズムを開発する。 

④適用支援：文献サーベイ、学位取得、学会
発表（全国大会、研究会）といった発表の
場と、発表時間等から、研究グループで想
定される典型的な発表文脈を分類し、文脈
ごとのセマンティクス構成の難易度を検
討して、より容易と考えられる文脈からス
キーマを足場にセマンティクスを構成さ
せるような演習メカニズムを開発する。 

(3) 予備実験 
 研究代表者・分担者の研究グループ内で大
学生、大学院生に(2)で開発した支援メカニズ
ムを用いてプレゼンテーションドキュメント
のセマンティクス構成を遂行させる。各メカ
ニズムが想定通り機能しない場合は、メカニ
ズムの見直し・修正を検討する。 

(4)スキルアップ支援システムの開発 
 研究初心者に対して、スキーマの理解・遂
行・自己評価・適用のフェイズ順で、段階的
にセマンティクス構成スキルの向上を図るシ
ステムを開発する。セマンティクス構成を行
う真正な活動についても、既存のドキュメン
トを「読む」・「聞く」ことからはじめ、徐々
にドキュメントを「書く」ことへ移行するよ
うにする。また、各段階で、セマンティクス
構成に行き詰まりを生じた場合は、次の移行
すべき習得フェイズと真正な活動を同定する
メカニズムを開発する。 

(5) 有効性評価実験と支援システムの洗練 
 本研究では、最終的に真正な研究活動の中
で、プレゼンテーションドキュメントのセマ
ンティクスを構成できる能力を育成すること
を重視している。こうした育成に対する開発
システムの有効性を調査するために、ケース
スタディと中長期的なシステム運用を行う。
まず、ケーススタディではシステム開発系の
研究グループに在籍する大学生・大学院生に
(4)で開発したシステムを使わせて、本スキル
アップ支援がプレゼンテーションセマンティ
クス構成の向上に与える影響を調査する。そ
の際、セマンティクス構成プロセスが習得段
階を通してどのように変化したか、セマンテ



ィクス構成の効率・効果がいかに変化したか
を分析・調査する。中長期的な運用では、研
究代表者・分担者が所属するそれぞれの研究
グループにおいて、研究の初心者となる大学
生・大学院生に、スキル習得支援メカニズム
およびスキルアップ支援システムを使わせる。
これらの結果を踏まえて問題点を抽出し、ス
キルアップ支援システムを洗練する。その後、
本研究課題に関連した国内の研究グループの
協力を得て、本支援システムを利用してもら
い、システムのユーザビリティや必要な機能
などについて意見聴取する。 

(6) 支援システム活用ポータルサイトの検討 
 国内外の様々な研究グループから本支援
システムを活用するためのWebベースのポー
タルサイトを構築する方法を検討する。ここ
では、研究グループごとのプレゼンテーショ
ンセマンティクス・スキーマを表現するため
の支援とシステム運用の場を提供し、システ
ムの利用から得られる操作履歴を管理する
データベースサーバ機能を提供することで、
研究グループごとのスキル習得・向上支援の
可能性を検討する。 
 
４．研究成果 
 以下に、主な研究成果とそれらの意義、お
よび今後の展望を示す。 

(1) プレゼンテーションドキュメントに対
するメタデータを整備し、プレゼンテーショ
ンセマンティクスを表現する方法を開発し
た。また、研究グループに蓄積されたドキュ
メント群からプレゼンテーションスキーマ
を抽出するメカニズムを開発した。 

(2) プレゼンテーションスキーマを足場と
してドキュメント作成スキルの習得を支援
する基本的なメカニズム（スキーマの理解支
援、セマンティクス構成支援、自己評価支援、
スキーマ適用支援）を開発した。このように
研究グループのプレゼンテーション経験則
を反映したスキーマを足場としてスキル習
得を助長する点は、他の研究には見られない
独創的なものである。また、ケーススタディ
を通じて、これらの支援が研究初心者にも利
用でき、かつ有効に機能することを確かめた。 

(3) 基本的な支援メカニズムを統合し、研究
初心者がプレゼンテーションドキュメントの
意味的構造（セマンティクス）を構成するス
キルをシステマティックに高めるシステムを
開発した。特に、新たなドキュメントを「作
る（書く）」文脈だけでなく、既存のドキュ
メントを「学ぶ（読む）」・「聞く」文脈で
もセマンティクスを構成する場を提供する。
また、学習者がセマンティクス構成に行き詰
まりが生じた場合でも適宜基本支援メカニズ
ムである自己評価支援などを提供することが
できる。このように真正な研究活動の中でド
キュメント作成スキルを育成しようとする点、

および認知的徒弟制に基づき初心者のスキル
レベルに応じた支援を提供する点が本システ
ムの特徴となっている。 

(4)スキルアップ支援システムの中長期的な
運用を通じて、提案支援手法が有効に機能す
ることを確認した。特に、研究初心者に対し
て、「学ぶ」・「聞く」ことの経験が新しい
ドキュメントを作るスキルに転移する可能性
が確認された。これらの結果は、プレゼンテ
ーションスキル育成について計算機システ
ムベースの支援方法が確立されていない現
状に対して有益な知見を提供する成果とい
える。 

(5)他の研究グループに蓄積されたプレゼン
テーションドキュメント群からスキーマを分
析・表現してスキルアップ支援システムに組
み込むことで、支援システムのユーザビリテ
ィおよびスキルアップ支援のスケーラビリテ
ィを調査した。その結果、他の研究グループ
でも同様のスキルアップ支援の実施可能性を
確認した。 

(6)特定の研究グループによらない汎用的な
スキーマの表現方法を検討するとともに、学
習者のスキルレベルに応じた適応的支援を開
発した。適応的支援では、構成されたプレゼ
ンテーションセマンティクスを診断する機能、
および診断に基づいて修正点を指摘する機能
を実現した。 

(7)様々な研究グループから本支援システム
を活用できるように、研究グループごとのプ
レゼンテーションスキーマ表現支援および研
究グループごとのスキル習得・向上支援を実
施する枠組みについても検討した。 

(8) 今後のプレゼンテーションスキル向上
支援研究に対して、真正な活動との連携、
システマティックなスキルアップという新
たな視点を与えるとともに、支援技術の開
発に新しい方向性を与えることができる。 

(9) 本研究で提案した支援の枠組みは、真正
な活動に役立つプレゼンテーションスキル
の育成、および効果的かつ効率的なプレゼ
ンテーションドキュメントの作成に貢献す
るが、今後の展望として論文作成など研究
活動に必要な他の認知スキルにも応用可能
である。 
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